


　今年のヒグマフォーラムは、初めて興部町にて開催いたします。ここ数年間は、札幌
市や旭川市といった都市圏での開催が続いていましたので、地方での開催は2018
年の標茶町での開催以来となります。ヒグマフォーラムを開催する目的の一つは、各地
域で日頃から汗をかきながらヒグマ対策を推し進めておられる方々の取り組みを拾い
上げ、さらに前進させるための基盤作りを後押しすることにあります。今回は、まさに興
部町で進めておられるヒグマ対策を、この機会に一歩でも前に進められるよう地元行
政、猟友会、さらに住民の方々と前向きな議論を交わしたいと考えます。

定しました。これは、北海道のヒグマ管理計画をどのように実践していくのが理想的
か、今後10年ほどを見越したその方向性や運用の具体を記したものです。昨年まで
の3回のヒグマフォーラムでその内容を会員諸氏と共有してきたので、理解は深まって
きたことと期待します。次の段階として、この理想論をいかに実践に移せるかが今まさ
に問われています。その一つの契機として今回の興部町でのヒグマフォーラムを活かし
たいところです。すなわち、興部町を中心としたオホーツクの地域が一体となってヒグ
マ対策に取り組めるよう、基盤の構築にお役に立てればと考えます。
　ヒグマは北海道の豊かな自然を象徴する野生動物であり、私たち道民が次世代へ
と引き継いでいくべき生物多様性の重要な要素です。一方で、近年、人とヒグマの軋
轢が増大し続けている現状にあって、その対策が急がれます。人とヒグマの共存を図
るために適切な保護管理施策の推進が今こそ必要とされているのです。この度の
「ヒグマフォーラムinおこっぺ2024」において、人とヒグマの関係のより適切な
方向性について、会員諸氏ならびに地域の人々と共に考える機会としたいと
思います。
　末筆になりましたが、共催いただいた興部町町長をはじめとする地域
関係者の皆さま、協賛いただいた企業・団体の皆さまに深く感謝申
し上げます。

坪田 敏男（北海道大学、ヒグマの会会長）
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　「ヒグマフオーラムinおこっぺ２０２４」が開催されますことに感謝を申し上げますとと
もに多くの皆様のご来訪に心から歓迎を申し上げます。
　このフオーラムはヒグマの会の皆様との共催でありまして、本町のヒグマ対策並びに
野生動物との共生という大きな課題に取り組む「指針」を学ばせていただく絶好の機
会を与えていただいたと町民一同感謝をするものであります。
　さて、私事で恐縮ではありますが、我が家は町から１５キロ奥地にある農家兼林業
家でありました。この地で生まれ育ち６７年経ちましたが子供のころから４０代までヒグ
マと出会うことは全くありませんでした。しかし、近所の農家が飼っていた羊がクマに襲
われたとか、ヒグマに敏感な馬が放牧地から逃げてきたという話はよく聞きましたし、
公共牧野に放牧している牛が襲われハンターが駆除したなどということはよくある話
でありました。このようにヒグマたちは人間を恐れ、私たちの生活圏周辺で極力人の目
に触れないように生存していたものと思われます。しかし、マタギと呼ばれるような猟師
が春グマ駆除廃止とともに生業を失い、並行して農家の離農も進み、開拓により切り
開いた山あいの畑に柳などが繁茂するようになれば、臆病なヒグマであっても身を隠
す場所がどんどん増えるわけですから私たちの目に触れる機会が増えることは必然な
ことかもしれません。では、そんな時代に生きる私たちは急増するエゾシカやヒグマたち
とどのように共生して行けば良いのかを考えるのがこのフオーラムの趣旨であると考え
ています。ヒグマの会では昨年「ヒグマと向き合うグランドデザイン」を策定されました
が、オホーツク地域の現状や課題も踏まえまして、このグランドデザインがより実践的な
ものになるよう、実りある意見交換がなされることをご期待申し上げます。
　結びに、ヒグマの会をはじめ関係者の皆さまのより一層のお力添えをお願いしますと
ともに、ますますのご健勝とご活躍をご祈念申し上げご挨拶といたします。

硲 一寿(興部町長)
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